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気の流下が大きい働きをしている．これら冷気湖と朝霧

発生の関係は，吉城高校地学部の研究で確かめられてい

る．

　しかし，霧（L）と霧（H）．の違いについては，冷気

湖の構造が原因ではなかろうかという推測の範囲を出て

いない．そこで，霧（L）と霧（H）の違いと，盆地に

形成される冷気湖の関係を明らかにするため，毎日朝霧

が発生した日としない日の気温（鉛直分布も含む）・地

温・風などを丹念に測定し，比較検討したい．

　（2）朝霧の分布域については，ラソドサット画像を利

用した研究（下畑，1989）がある．しかし，その段階で

朝霧の写っている写真が3例しかなかった．したがっ

て，分布域と気象要素や気圧配置などとの関係を，十分

検討でぎなかった．そこで，できるだけ多くの観測デー

タを得るため，1990年から古川・高山両盆地及びその周

辺において，小中高校の教師を中心に飛騨朝霧研究会を

組織した．朝霧の分布・上限と下限の高度および消滅時

間等についての観測を始めた．この観測結果をもとに，

飛騨の盆地における朝霧の分布と発生のメカニズムを解

明したいと考えている．
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